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研究要旨 
岡山大学病院痛みリエゾン外来に受診中で、休職中・退職中の患者に対し復職支援システム

を使用してその効果について検討した。 
 
Ａ．研究目的 
岡山大学病院では、難治性慢性痛患者に対

して2012年より多職種が集まり運動療法を
中心とした集学的なアプローチを外来で行っ
ている。治療におけるゴールは各患者で異な
る中で、特に社会生活を送る上で問題となる
のは復職である。そこで、当院では、総合患
者支援センターで元々癌や糖尿病で長期療養
が必要な患者に対して行っていた復職支援シ
ステムを、慢性痛患者にも拡大して対応して
いるので報告する。 
 

Ｂ．研究方法 
2018年1月以降痛みリエゾン外来を受診し

た休職中・退職中の症例7例（性別：男性2
例、女性5例），年齢42歳（26～61歳）に対
して集学的アプローチを行いながら復職支援
を試みた。 
（倫理面への配慮） 
この研究は倫理委員会の承認を受けている。 

 
Ｃ．研究結果 
現在、7例中4例（57%）が復職中で、2例

（29%）が求職支援中、1例（14%）が院内ボ
ランティア活動予定である。 
 
Ｄ．考察 
休職や退職に至る理由は様々であり、全員

が復職を希望している訳ではない。一方で、
復職を支援することで、目的ができ痛み治療
が良い方向に向かうケースもある。慢性痛患 

 
者が直接ハローワークへ行き、仕事を探すこ
とはそれ自体がストレスとなり、うまくいか
ないという声が多くある。当院で行っている
総合患者支援センター介入による復職支援シ
ステムにより、慢性痛患者が社会へ戻りやす
くなるシステムとなるものと考える。 
 
Ｅ．結論 
復職を支援することで生活の中に目的がで

き慢性痛治療が良い方向に向かう可能性が示
唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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